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要旨 
東京大学木曽観測所において 105ｃｍシュミット望遠鏡に２°のプリズムを取り付け分光

観測し星を分類することにより天の川について調べるという研究である．その結果、銀河

系円盤の構造及びオリオン腕とペルセウス腕までの星の少ない部分が検出できたと考えた． 
１．はじめに 
東京大学木曽観測所主催の「銀河学校 2004」で天の川は何でできているのか？というテー

マに基づき星々のスペクトルによる観測・分類を行うことにした． 
２．使用機材 
105cm シュミット望遠鏡にて 2004 年 3 月 26 日観測 
（望遠鏡主鏡口径 1,500mm 補正板口径 1,050mm 主焦点距離 3,300mm 口径比 (明るさ) 
F/3.1 視野 6°×6°像スケール 62.6 秒/mm 対物プリズム頂角 2°）  
CCD 受光器 （米国 SITe 社製 2048×2048 TK2048E 画素サイズ 24µm×24µm 受光面サイ

ズ 48mm×48mm (シュミット主焦点で 50′×50′) データサイズ FITS 形式 8MB/フレーム）） 
３．方法 
① 観測 
東京大学木曽観測所の 105ｃｍシュミット望遠鏡に２°のプリズム

を取り付けアンチセンター方向（ＡＣ）・ノースギャラクテイックポ

ール方向（ＮＧＰ）の２方向で分光観測した。ここで分類するため

に標準星（ＳＴＤ）を撮った。 
撮影した枚数や秒数 
ＡＣ方向 ＮＧＰ方向 

ＳＴＤ ２０秒２枚  ＳＴＤ ５秒１枚 ２０秒３枚 １２０秒１枚 
その他 １２０秒５枚 その他 １２０秒３枚 
バイアス １枚 バイアス １枚 
５枚中３枚解析 ３枚中３枚解析 
今回使用したＳＴＤ 

ＨＤ２５６８７０・・・Ｇ型の星 １１５０ｌｙ・ＨＤ１１１３６７・・・Ｇ型の星 ３２０ｌｙ 



ＨＤ２５７１３２・・・Ａ型の星 ２７７０ｌｙ・ＨＤ１１１４６９・・・Ａ型の星 ３３０ｌｙ 

ＨＤ１１１５１４・・・K型の星 １２２０ｌｙ・HD１１１８１３・・・K型の星 １２３ｌｙ 
② 分類 
吸収線をもとにしたスペクトルからＳＴＤを基準とし

てＫ･Ｇ･Ａ型に星の明暗を問わず分類をした。分類した

星はすべて同じ型のＳＴＤと全く同じ明るさを持って

いると仮定した。 
                      左からＡ・Ｇ・Ｋ型となる。 
                      吸収線周辺の形やＡ型のみに見られる吸収

などを便りに判別した。 
 
③ 距離の算出 
距離と明るさには図のように二乗の比の関

係を持っているので同じ型のＳＴＤとの明

るさの違いから算出した。 
４．結果 
                            
 
 
          ↓Ｇ型ＡＣ密度（図１）↓Ｇ型ＮＧＰ密度（図２）↓Ａ型（図３） 
 
 
 
 
５．考察 
① 図１より５００－１５００ｌｙのところで数値が高くな

っている。図４からこれはオリオン腕が見えていたことが考

えられる。１５００－５０００ｌｙの部分で数値が低いのは、

オリオン腕からその１つ外側のペルセウス腕までの星の少な

い部分が見えていることが考えられる。また、０－５００ｌ

ｙでは数値がないがこれは近い分、見ている空間が小さいた

め検出できなかったことが要因であろう。 

② 図２より銀河境界面が見えそうだと思っていたが、２０００ｌｙの前後で予想してい

た密度の急激な減少が見られなかった。③ ２０００ｌｙまでのAC方向のG型A型の比は、

６：１であった。表１の個数の比に対して密度にしたことで、A 型って希少なんだと思った。         


